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令和４年第２回和気町議会会議録（第１日目） 

 

１． 招 集 日 時 令和４年５月２０日  午前９時００分 

２． 会議の区分 臨時会 

３． 会議開閉日時 令和４年５月２０日  午前９時００分開会  午前１１時１６分閉会 

４． 会議の場所 和気町議会議事堂 

５． 出席した議員の番号氏名        

    １番 今 西 宏 康     ２番 尾 崎 智 美     ３番 從 野   勝 

    ４番 神 﨑 良 一     ５番 山 本   稔     ６番 居 樹   豊 

    ７番 万 代 哲 央     ８番 広 瀬 正 男     ９番 西 中 純 一 

   １０番 安 東 哲 矢    １１番 当 瀬 万 享    １２番 山 本 泰 正 

６． 欠席・遅参・早退した議員の番号氏名 

    な  し 

７． 説明のため出席した者の職氏名 

   町    長  太 田 啓 補        教  育  長  徳 永 昭 伸 

   総 務 課 長  永 宗 宣 之        危機管理室長  河 野 憲 一 

   財 政 課 長  海 野   均        まち経営課長  寺 尾 純 一 

   税 務 課 長  岡 本 康 彦        生活環境課長  山 﨑 信 行 

   健康福祉課長  松 田 明 久        介護保険課長  井 上 輝 昭 

   産業振興課長  新 田 憲 一        都市建設課長  西 本 幸 司 

   上下水道課長  田 村 正 晃        総務事業課長  久 永 敏 博 

   会計管理者  清 水 洋 右        教 育 次 長  万 代   明 

   学校教育課長  國 定 智 子 

８． 職務のため出席した者の職氏名 

   議会事務局長  則 枝 日出樹 
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９． 議事日程及び付議事件並びに結果 

議事日程 付  議  事  件  等 結  果 

日程第１ 議席の指定及び議席の一部変更について 指定及び変更 

日程第２ 会議録署名議員の指名について ５番 山本 稔 

６番 居樹 豊 

日程第３ 会期の決定について １日間 

日程第４ 諸般の報告 議長、町長 

日程第５ 選任第２号 

厚生産業常任委員会委員の選任について 
選任 

日程第６ 選任第３号 

特別委員会委員の選任について 
選任 

日程第７ 選挙第３号 

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について 
指名推選 

日程第８ 承認第１号 

専決処分（和気町個人情報保護条例の一部を改正する条例）の承認を求め 

ることについて 

承認 

承認第２号 

専決処分（和気町税条例等の一部を改正する条例）の承認を求めることに 

ついて 

承認 

承認第３号 

専決処分（和気町過疎地域の公示に伴う固定資産税の特例に関する条例の 

一部を改正する条例）の承認を求めることについて 

承認 

承認第４号 

専決処分（和気町都市計画税条例の一部を改正する条例）の承認を求める 

ことについて 

承認 

承認第５号 

専決処分（和気町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）の承認を求 

めることについて 

承認 

承認第６号 

専決処分（和気町介護保険条例の一部を改正する条例）の承認を求めるこ 

とについて 

承認 

承認第７号 

専決処分（令和４年度和気町一般会計補正予算第１号）の承認を求めるこ 

とについて 

承認 

日程第９ 議案第３７号 

副町長の選任について 
同意 

日程第１０ 議案第３８号 

監査委員の選任について 
同意 

日程第１１ 議案第３９号 

教育委員会委員の任命について 
同意 

日程第１２ 議案第４０号 

和気町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 
原案可決 

日程第１３ 議案第４１号 

工事請負契約の締結について 
原案可決 
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               午前９時００分 開会 

（開会・開議の宣告） 

○議長（山本泰正君） 皆さん、御苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は、１２名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、ただいまから令和４年第２回和気町議会臨時会を開会いたしま

す。 

 なお、議会中は感染拡大防止のため、マスク着用の奨励をいたしておりますとともに、風邪や発熱の症状があ

る方は出席を控えていただくようお願いをいたします。 

 なお、山陽新聞社より撮影の申出があり、許可をいたしておりますので、御了承を願います。 

 これから本日の会議を開きます。 

（議事日程の報告） 

○議長（山本泰正君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。御了承を願います。 

（日程第１） 

○議長（山本泰正君） 日程第１、議席の指定及び議席の一部変更を行います。 

 さきの補欠選挙により、議員が定数の１２名となりました。和気町議会の申合せにより、議長の議席は１２番

に指定することになっております。今回新たに当選された今西宏康君及び広瀬正男君の議席は、会議規則第４条

第２項の規定によって、１番に今西宏康君、８番に広瀬正男君を指定します。また、今西君、広瀬君の議席の指

定に関連して、会議規則第４条第３項の規定によって、議席の一部を変更します。尾崎智美君の議席を２番、西

中純一君の議席を９番、安東哲矢君の議席を１０番、当瀬万享君の議席を１１番にそれぞれ変更します。 

（日程第２） 

○議長（山本泰正君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、５番 山本 稔君及び６番 居樹 豊君

を指名します。 

（日程第３） 

○議長（山本泰正君） 日程第３、会期の決定についてを議題とします。 

 ここで、去る５月１３日、議会運営委員会を開き、本臨時会の運営について協議した結果を委員長から報告を

求めます。 

 議会運営委員長 山本君。 

○議会運営委員長（山本 稔君） 皆さん、おはようございます。 

 それでは、議会運営委員会の委員長報告を行います。 

 去る５月１３日午前９時から本庁舎３階第１会議室において、委員全員出席、執行部より町長、担当課長出席

のもと、令和４年第２回和気町議会臨時会の会期、日程及び案件等を協議いたしました。その結果を御報告いた

します。 

 会期は、本日５月２０日の１日間と決定いたしました。 

 なお、日程につきましては、本日お手元に配付のとおりであります。 

 今回付議されます案件は、さきの町議会議員補欠選挙において当選されました２名の議員の常任委員会委員及

び特別委員会委員の委員会委員への選任を行うほか、選挙１件、承認７件、人事案件３件、条例１件、契約１件

であります。また、委員会付託については省略することといたしました。 

 以上、委員長報告といたします。 

○議長（山本泰正君） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

 本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって会期は、本日１日間に決定しました。 

（日程第４） 

○議長（山本泰正君） 日程第４、諸般の報告を行います。 

 議長の諸般の報告は、別紙にてお手元に配付のとおりでございます。後ほど御一読をお願いいたします。 

 次に、４月１０日に行われました町長選挙において見事当選されました太田町長におかれましては、大変おめ

でとうございました。改めてお喜びを申し上げます。 

 町政を担当していただくに当たり、健康にはくれぐれも御留意いただき、卓越した手腕で和気町発展と同時

に、住民福祉向上に最大の御尽力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 ここで、町長から町長就任に当たっての所信表明と併せて、諸般の報告がございます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 議長にお許しをいただきましたので、町長就任に当たり、私の所信を表明させていただ

きます。 

 ４月１０日執行の和気町長選挙において、町民の方々に町政運営の責任者として信任をいただきました。私

は、その責任の重大さを肝に銘じ、町民の皆さんの期待に応えるべく微力を尽くし、新型コロナウイルス感染症

を克服し、困難な中から新しい時代を切り拓くという極めて難しい課題に、町職員と議員各位、そして町民の皆

さんとともに挑戦をしていきたいと思います。和気町に生活をする全ての人々が生きがいを感じられ、お互いの

違いを認め合い、多様性が尊重される町政を目指します。丁寧で寛容な人に優しい政治の実現を勝ち取り、信頼

と共感を得ることができる、壮大な挑戦の推進力になる覚悟です。皆さんの総力を結集し、新しい和気町をつく

り上げていこうではありませんか。そのためにも、現在和気町が抱える様々な課題について、一つ一つ解決して

いき、町民憲章でもうたわれている「住んでみたい、住んでよかった、住み続けたい」と実感できる和気町にし

ていくために奮闘していく決意でございます。 

 それでは、最初に私の町政運営に対する基本姿勢について申し上げます。 

 まず、１点目ですけれども、開かれた町政を目指すことです。そのためには情報公開を行い、何を考え、何を

しようとしているのか、町民の方々に明らかにします。 

 ２つ目が、住民参加型の町政を行います。政策作成の過程からパブリックコメントを求め、町民の意見を反映

するようにします。 

 ３つ目が、公正公平な町政を目指します。どこにいても、誰であっても平等な行政サービスが受けられるよう

努めます。 

 以上の３点が、選挙公約でもある私の基本姿勢です。その基本的な考え方にのっとって、町政運営を進めてい

きたいと思います。 

 次に、私の任期中に取り組みたい様々な課題について述べさせていただきます。 

 まず、最重要課題は、何といっても安心・安全なまちづくりです。 

 一言に安心・安全といっても、多くの取り組むべき課題があります。一つ一つ丁寧に触れたいと思いますけれ
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ども、２０１９年の年末から流行し始めた新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＤ－１９）感染症対策は、焦眉の課題

です。したがって、今後もそのことを徹底していきます。和気町においては、現在まで３７０名を超える方々が

感染者として確認をされていますけれども、感染をされました方々にはお見舞いを申し上げるとともに、少しで

も感染者を少なくするために、国や県と連携を密にして、感染症対策を進めていきます。同時に、和気町独自に

各種検査キットを整備し、感染に対する不安を払拭できるようにします。 

 ２点目が、防災・減災対策ですけれども、長年実行できなかった防災都市公園整備事業は中止にします。その

代替施設として、各旧小学校区に災害時における避難所を整備、改修したいと思います。特に、旧佐伯町には地

区公民館がありませんので、その点も考慮しながら進めていきます。食料品の備蓄倉庫やトイレの改修、段差の

解消など、高齢者や子供たちが安心して安全に避難できる場所を整備します。また、快適とまでは至りませんけ

れども、不安やストレスのたまらないような避難所を整備します。 

 ３つ目、河川のしゅんせつ事業は現在も継続されていますけれども、今後も力を注がなければなりません。特

に、金剛川とその支流である小規模の河川についても、順次進めていきます。そのためには、岡山県が進めてい

る働区の残土処分場や、和気町の事業である日笠上の残土ストックヤードなど、地域住民の皆さんの御協力のも

と、確実に実行をしていきます。 

 大きな２点目が、少子・高齢化による人口減少に対する課題についてであります。 

 本町の人口は、３月末現在で１万３，５６８人です。２００６年合併当時から、約３，１００人の減少となっ

ています。この人口減少は、一人和気町に限った問題ではなく、中山間地域全体の課題となっています。少子化

に関しては、本町における２０２１年度の新生児の出生数は４５人でした。これは、出産祝金を拠出した人数で

ございますけれども、年々減少の傾向にあります。また、高齢者とは６５歳以上の人と定義されていますけれど

も、高齢者率は４１％を超え、その数が約５，５００人となっています。少子・高齢化が顕著になっていること

がよく分かると思います。 

 そのような中で、直近６年間で約６００人、２８７世帯の方々が本町に移住をしてきています。２０２１年１

０月から移住推進室を設け、専門的に取組を開始しているところですが、移住者を受け入れるための住宅施設が

少なくなってきている現実もあります。また、若者の定住も課題です。高校を卒業して、県外の大学に進学した

り、また県外、町外の企業に就職をして転出をするなど、人口減少の要因となっています。本町における人口増

減についてはこのような状況であり、社会増減は横ばいながら、自然増減では大きくマイナス状況となり、人口

減少につながっています。したがって、後で触れますけれども、雇用の確保と子育て支援は焦眉の課題となって

います。 

 大きな３点目ですけれども、公共交通の確立についてであります。 

 和気町内を自由に移動できる交通体系を整えます。現在、１３路線６４便の運行で行っている町営バスでござ

いますけれども、利用者の少ない路線では、空気を運んでいるだけとやゆされている状況もあります。利用者の

少ない路線については見直しを行い、他の施策を検討したいと思います。例えば、山間部においては、便数が少

なく利用者が少ない路線について、利用しにくい路線など、デマンドタクシーへの転換や、タクシーのチケット

券の配布など、実態に即した施策を実行します。全てに手を差し伸べることはできませんけれども、無駄を省

き、少しでも有効な施策を考えます。また、他の路線についても、利用しにくいという声も伺っていますので、

運行ダイヤの再編成など、利用者の方々の声を反映できるように考えたいと思います。 

 ２点目が、和気駅周辺整備とエレベーター設置の問題ですけれども、まず北口駐車場の拡張を行います。ＪＲ

が使わなくなった引込線跡地を買収し、駐車場を拡張したいと思います。既に、ＪＲ岡山支社とは協議に入って

います。その事業と並行して、エレベーター設置についても、バリアフリー法にかかわらず国の補助金を活用で

きる方法で進め、ＪＲの負担がなければ優先順位も早くなることも確約していますので、順次進めていきたいと
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思います。 

 大きな４点目が、生活困窮世帯や高齢者支援についてですが、健康で文化的な生活を営むことができる体制を

整えます。日本国憲法第２５条で保障されている生存権の尊重は重要な課題でありますので、コロナ禍で生活困

窮に陥っている方々にも国の地方創生臨時交付金、いわゆるコロナ交付金などを活用して、支援策を考えます。 

 ２点目が、和気町の単町事業として高齢者の方々に対する軽度生活支援や見守り支援などは、今後も継続をし

ます。同時に、少しでも外出ができる、通所ができるように、介護保険制度の財源を活用したボランティアによ

る通所付添サポート事業などは、交通体系の整備とともに検討に値する課題でありますが、現状ではそれを支え

るボランティア組織の問題や、本町の通所におけるサポートは、独自で通える範囲での通所の場を確保すること

を優先して行っていますので、今後もその方向で進めていきたいと思います。 

 ３点目が、生活支援についてはドローンによる物流実証実験を２０１８年から４年間行ってきましたが、今年

度からは、物流実験については中止をします。しかし、ドローン事業全てを中止するということではなく、実証

実験で有用性が確認できた事業については引き続き展開していきます。そのための予算要求を、国に対して行っ

ていきます。ドローンによる物流を中止する代替措置とすれば、今まで以上に自動車による買物サポートや移動

販売の強化を行います。同時に、独り暮らしの高齢者の見守りなど、並行して支援対策を強化します。 

 大きな５点目に、子育て支援についてですが、こども家庭庁が先日衆議院を通過して、来年４月の発足を目指

して動き始めました。一方、幼・保一元化は見送られ、幼稚園の所管は文部科学省に残り、課題は先送りとなり

ました。そのような状況の中で、今年度には子ども家庭総合支援拠点事業として、児童福祉法に関わる市区町村

子ども家庭総合支援拠点の設置が努力義務となりました。子供たちは、和気町の宝です。子育て世帯と子供たち

自身の成長を支援することは、行政の使命だと思います。子供たちが心身ともに健康で健やかに成長することが

できるように、様々な施策を考えたいと思います。そこで、子育てに特化した担当部署を設けます。現在、健康

福祉課が子育て支援に関する担当を行っていますが、今般のこども家庭庁の動きや、家庭総合支援拠点事業な

ど、専従者が必要な状況になってきています。近隣の市町を見ても、備前市、赤磐市、瀬戸内市には子育て支援

課があり、吉備中央町や鏡野町にも同様の課が設置されています。本町においても、子育てに特化した子育て支

援室、これは仮称でございますけれども、そうしたものを設け、次世代を担う子供たちを支援します。 

 ２点目、子育て支援の課題は多岐にわたっています。子育て世代の若いお父さんやお母さんが、安心して子供

を産み育てることのできる体制を確立することが急務です。現在、子育て支援センターが和気、佐伯の２か所に

ありますけれども、ＮＰＯ法人などの子育て支援組織に対しても協力を求めます。 

 ３点目、放課後児童クラブについても、本荘、和気、佐伯と３団体５児童クラブがありますけれども、全て保

護者運営であり、事務手続が煩雑となり、運営自体も大変であると伺っています。また、支援員の不足など、多

くの課題を抱えているようです。それらに対しても支援が必要ですので、今後どのようにすべきか、検討をして

いきます。 

 大きな６点目が、教育問題についてです。 

 ＧＩＧＡスクール構想とＩＣＴ教育についてですけれども、現在、和気町においては、個別最適な学びと協働

的な学びの一体的な充実など、教育の質を向上させるためにＧＩＧＡスクール構想を推進しているところであ

り、児童・生徒に１人１台のタブレット端末を配布しています。同時に、通信ネットワーク等の学校ＩＣＴ環境

のもとでの新しい学びが本格的に開始をされています。児童・生徒は、タブレット端末に触れるたびに、その活

用範囲が大きく広がりを見せています。これからの社会には避けては通れないものでありますので、小さい頃か

らなれ親しむ環境をさらに整えていきます。教員においても指導学習を強化し、ＩＣＴ教育のさらなる発展に努

めてまいります。 

 ２点目、英語特区公営塾とＡＬＴの充実についてですが、本町では英語に特化した公営塾を行っていますが、
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小学校の頃から英語力を高めることは、国際社会の一員として活躍するためには必修課題です。同時に、小・中

学校においても、ＡＬＴと呼ばれる外国人の教員を配置して、生の英語に触れる授業も行っています。財政面か

らＡＬＴの削減も検討されていたと聞いていますけれども、今後もＡＬＴの配置を存続させ、英語力の向上に努

めていきます。 

 大きな７点目ですけれども、脱炭素社会に向けてであります。 

 カーボンニュートラルが唱え始められて、２０５０年には温室効果ガス排出実質ゼロにしなければなりませ

ん。私たち行政には、地域のリーダーとして脱炭素社会の実現に向けた取組が求められます。そのことを自覚し

て、目的意識的な取組をしていかなければなりません。そこで、公共施設への太陽光パネルや小型風力発電設備

の設置を行いたいと思っています。公共施設の屋根に太陽光パネルを敷設することによって、施設の電源を賄う

ことを促進します。また、省力小型風力発電設備についても、開発事業者との連携で実証実験などを行います。

これには、全く公費の持ち出しのない方法で検討します。再生可能エネルギーを活用することによって、温室効

果の最大要因である二酸化炭素の削減に努めます。 

 ２点目、木質バイオマス発電所の誘致ですけれども、木質バイオマス発電については、県内で真庭市や西粟倉

村が先進的に取り組んでいます。この２市町は、以前からの脱炭素化に向けての取組が評価され、先行地域とし

て環境省からの財政的支援を受けられることになりました。和気町も、そうした先進地域に倣い、木質バイオマ

ス発電についての検討を進めたいと思います。木質バイオマス発電所の設置問題については、前任の草加町長が

模索していた事業であり、まだ多くの課題はありますけれども、関係各所と調整しながら、事業継続を考えま

す。 

 ３点目、公用車のハイブリッド、ＥＶ化の問題でありますけれども、公用車の買換えの時期には、順次ハイブ

リッド車やＥＶ車への変更を行います。また、ＥＶ車の充電施設でございますけれども、本町では和気鵜飼谷温

泉の駐車場に１か所あるだけですので、国や県の補助メニューを活用しながら、公共施設周辺に充電施設を順次

整備していきます。 

 大きな８点目、観光振興の課題についてです。 

 今年は、藤まつりやバラ祭りを３年ぶりに開催することができました。飲食禁止という制限の中での開催とな

りましたけれども、多くの方々に来園をいただきました。また、８月には和文字焼きの開催を控えていますが、

実行委員会を開催して今後検討することになりますけれども、和気町にとっては大きな観光資源でありますの

で、今後も開催継続に努めていきます。 

 ２点目、和気鵜飼谷温泉についてですけれども、２０１２年に和気町単独の経営になって以降、１億５００万

円あった温泉特別基金が使い果たされ、直近２年ではコロナ禍の中で一般財源から約２億円の繰入れを行ってい

ます。人件費の高騰が赤字の要因となっていることは、以前から指摘されていたことです。本町が作成した経営

改善計画と専門家によるマネジメントを確実に実行していくとともに、人件費の抑制に抜本的改革を行います。 

 ９点目が、矢田工業団地の企業誘致についてです。 

 ２０２１年５月に完成した矢田工業団地への企業誘致がいまだに決まっていません。今年３月時点で２社から

申込みがあり、公募を締め切っている状況ですけれども、町長選挙が実施され、今臨時会で副町長選任議決をい

ただき、早急に選定委員会を開催し、検討を進めたいと思います。 

 以上、９点について所信を表明させていただきましたけれども、いずれにしましても、これらは冒頭に述べま

したように、職員と議員の皆さん、さらには関係諸団体の御協力なくしてはなし得ないものであると承知をして

います。和気町民の方々が健康で安心して暮らすことができるように、全精力を結集して頑張りたいと思います

ので、今後ともよろしくお願いをいたします。 

 引き続きまして、諸般の報告をさせていただきます。 
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 ４月１６日以降の諸般の報告でありますけれども、今年度の藤まつりにつきましては、新型コロナウイルス感

染症対策を十分に行った上で、３年ぶりに開催いたしました。天候不順により、例年より短い４月２３日から５

月２日までの１０日間の開催でありましたけれども、期間中、町内外より３万８，０００人を超える御来園をい

ただきました。美しく咲き誇る藤を楽しんでいただきました。 

 次に、４月２４日、総合福祉センター大ホールにおいて、和気町消防団出初め式が挙行されました。コロナ禍

により、部長以上１０２名の出動での式典となりましたが、新入団員の宣誓、各種表彰等が行われ、災害に強い

快適で安全・安心な和気町を目指して、決意を新たにしたところであります。 

 なお、７月３日に県消防学校で開催されます第６８回岡山県消防操法訓練大会のポンプ車操法の部に、第４分

団機動部が出場しますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、４月２５日にサン・ピーチで開催された４月町村長会議に出席いたしました。 

 また、５月７日に、町長杯グラウンドゴルフ大会に出席いたしました。町内各地域から１４チーム１２９人の

参加で、盛大に開催されました。 

 次に、バラ祭りについてでございますけれども、５月１４日から日笠バラ園で開催をしています。現在、満開

の状況で、５月２９日までの予定でお楽しみいただけますので、ぜひ御来園いただければと思います。 

 次に、５月１８日にカルチャーホテルで開催された岡山県土木協会総会に出席いたしました。 

 最後に、５月２１日に和気町の原地内で開催予定でありました吉井川総合水防訓練でございますけれども、新

型コロナウイルスの感染症拡大が予想されることから延期となり、現時点では令和５年度の同時期に和気町で実

施するように聞いております。その際には議員の皆様にも御案内をさせていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

 以上、諸般の報告といたします。 

○議長（山本泰正君） ここで、新たに和気町議会議員に当選されました今西宏康君、広瀬正男君に、自席から

で結構でございますので、一言挨拶を求めます。 

 １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） １番 今西でございます。一言御挨拶をさせていただきます。 

 このたび、初めて議席をいただきました今西宏康でございます。くしくも町長選挙では政権交代もあり、何か

新しい時代が来る予感もあり、その議会に参加させていただくことを光栄に思っております。何分新人ですの

で、先輩議員の方々、また執行部の皆様方、どうぞよろしく御指導お願いいたします。ありがとうございまし

た。 

○議長（山本泰正君） ８番 広瀬君。 

○８番（広瀬正男君） ８番 広瀬正男でございます。３年間のブランクがありましたけど、また復活してまい

りましたので、頑張りたいと思っています。よろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） ありがとうございました。 

 今西宏康君、広瀬正男君に一言申し上げます。 

 和気町議会議員として、今後とも和気町発展のため御尽力賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 ここで、日程第５に入る前に、選任第２号及び選任第３号の２件を一括して事務局長に説明いたさせます。 

 事務局長 則枝君。 

○事務局長（則枝日出樹君） 選任第２号・選任第３号説明した。 

（日程第５） 

○議長（山本泰正君） 日程第５、選任第２号厚生産業常任委員会委員の選任を行います。 

 お諮りします。 
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 先ほど事務局長が説明したとおり、委員会条例第９条第４項の規定によって、厚生産業常任委員会委員に今西

宏康君及び広瀬正男君の２名を指名したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって厚生産業常任委員会委員は、ただいま指名したとおり選任することに決定しました。 

（日程第６） 

○議長（山本泰正君） 日程第６、選任第３号特別委員会委員の選任を行います。 

 お諮りします。 

 先ほど事務局長が説明したとおり、委員会条例第９条第４項の規定によって、和気鵜飼谷温泉事業特別委員会

委員、防災都市公園整備事業特別委員会委員に今西宏康君及び広瀬正男君の２名を指名したいと思いますが、御

異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって特別委員会委員は、ただいま指名したとおり選任することに決定しました。 

（日程第７） 

○議長（山本泰正君） 日程第７、選挙第３号選挙管理委員会委員及び補充員の選挙を行います。 

 ここで、事務局長に説明いたさせます。 

 事務局長 則枝君。 

○事務局長（則枝日出樹君） 選挙第３号説明した。 

○議長（山本泰正君） お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって指名推選にしたいと思いますが、御異議

ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議長が指名することに決定しました。 

 ここで、推薦名簿を基に作成した議案をお配りいたしますので、差し替えしていただくようお願いいたしま

す。 

 選挙管理委員には、周藤和美君、髙原 宏君、花澤 稔君、小金谷 敦君、以上の方を指名いたします。 

 お諮りします。 

 ただいま私が指名しました４名の方を、選挙管理委員の当選人と定めることに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名しました周藤和美君、髙原 宏君、花澤 稔君、小金谷 敦君、以上の方が選挙管

理委員に当選されました。 

 次に、選挙管理委員補充員には、次の方を指名します。 
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 第１順位、矢田節雄君、第２順位、麻植榮一君、第３順位、藤原明文君、第４順位、小高郷近君、以上の方を

指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま私が指名いたしました４名の方を、選挙管理委員補充員の当選人と定めることに御異議ありません

か。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名しました第１順位、矢田節雄君、第２順位、麻植榮一君、第３順位、藤原明文君、

第４順位、小高郷近君、以上の方が順序のとおり選挙管理委員補充員に当選されました。 

（日程第８） 

○議長（山本泰正君） 日程第８、承認第１号から承認第７号までの７件を一括議題として、提出者の説明を求

めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、本日提案いたしております承認７件について説明いたします。 

 承認第１号から第７号までにつきまして、地方自治法第１７９条第１項の規定により、それぞれ専決処分いた

しており、同条第３項の規定に基づき、これを報告し、承認を求めるものであります。 

 初めに、承認第１号の専決処分した和気町個人情報保護条例の一部を改正する条例の承認を求めることについ

てでありますが、デジタル社会の形成を図るための関係法令の整備に関する法律の規定により、行政機関個人情

報保護法及び独立行政法人個人情報保護法が廃止となり、令和４年改正の新たな個人情報保護法において定めら

れることになるため、和気町個人情報保護条例の一部を改正するもので、３月３１日付で専決処分をいたしたも

のであります。 

 次に、承認第２号の専決処分した和気町税条例等の一部を改正する条例の承認を求めることについてでありま

すが、地方税法の一部改正により、和気町税条例等の一部を改正するもので、町民税の住宅ローンの適用期限の

延長、固定資産税の特例の新設等の改正でありまして、３月３１日付で専決処分をいたしたものであります。 

 次に、承認第３号の専決処分した和気町過疎地域の公示に伴う固定資産税の特例に関する条例の一部を改正す

る条例の承認を求めることについてでありますが、租税特別措置法の一部改正により、和気町過疎地域の公示に

伴う固定資産税の特例に関する条例の一部を改正するもので、租税特別措置法に項が新設されたことによる項ず

れ等の改正でありまして、３月３１日付で専決処分をいたしたものであります。 

 次に、承認第４号の専決処分した和気町都市計画税条例の一部を改正する条例の承認を求めることについてで

ありますが、地方税法の一部改正により、和気町都市計画税条例の一部を改正するもので、固定資産税と同様の

特別の新設等の改正でありまして、３月３１日付で専決処分をいたしたものであります。 

 次に、承認第５号の専決処分した和気町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてでありますが、国

民健康保険法施行令の一部改正により、和気町国民健康保険税条例の一部を改正するものです。主な改正内容

は、保険料の限度額を引き上げる改正で、３月３１日付で専決処分をいたしたものであります。 

 次に、承認第６号の専決処分した和気町介護保険条例の一部を改正する条例についてでありますが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響による保険料の減免措置に関する国の財政支援通知に伴い、和気町介護保険条例の一部

を改正するもので、減免対象基準の変更により保険料の減免期間を延長する改正でありまして、３月３１日付で

専決処分をいたしたものであります。 

 次に、承認第７号の専決処分した令和４年度和気町一般会計補正予算第１号の承認を求めることについてであ

りますが、この補正は歳出のみの補正で、予算の総額に増減はなく、内容は佐伯庁舎の施設工事費に４４８万
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１，０００円を追加し、予備費で調整するもので、４月１８日付で専決処分をいたしたものであります。 

 以上、説明申し上げましたが、詳細につきましては担当課長に説明させますので、御審議、御承認賜りますよ

うよろしくお願いをいたします。 

○議長（山本泰正君） 次に、承認第１号から承認第７号までの７件、順次細部説明を求めます。 

 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 承認第１号説明した。 

○議長（山本泰正君） 税務課長 岡本君。 

○税務課長（岡本康彦君） 承認第２号・承認第３号・承認第４号・承認第５号説明した。 

○議長（山本泰正君） 介護保険課長 井上君。 

○介護保険課長（井上輝昭君） 承認第６号説明した。 

○議長（山本泰正君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 承認第７号説明した。 

○議長（山本泰正君） ここで場内の時計が１０時２０分まで暫時休憩といたします。 

               午前１０時０７分 休憩 

               午前１０時２０分 再開 

○議長（山本泰正君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 これから、承認第１号から承認第７号までの７件の質疑を行います。 

 まず、承認第１号専決処分（和気町個人情報保護条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについての

質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に承認第２号専決処分（和気町税条例の一部を改正する条例）の承

認を求めることについての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に承認第３号専決処分（和気町過疎地域の公示に伴う固定資産税の

特例に関する条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に承認第４号専決処分（和気町都市計画税条例の一部を改正する条

例）の承認を求めることについての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に承認第５号専決処分（和気町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例）の承認を求めることについての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に承認第６号専決処分（和気町介護保険条例の一部を改正する条

例）の承認を求めることについての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に承認第７号専決処分（令和４年度和気町一般会計補正予算第１

号）の承認を求めることについての質疑はありませんか。 

 ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） 追加の工事が必要になったというふうに言われたと思うんですが、もう少し、分かる範

囲で結構ですので、具体的にお願いできたらと思います。 
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○議長（山本泰正君） 総務事業課長 久永君。 

○総務事業課長（久永敏博君） 失礼いたします。 

 追加工事の内容でございますが、外部足場ができて再度点検した結果、外部のコーキングの必要が出てきまし

た。また、目視による躯体の補修を計上しておりましたが、足場を組んで再度点検した結果、それのコーキング

とか補修箇所が追加になりましたので、今回専決で認めていただいた工事費となっております。 

               （２番 尾崎智美君「分かりました」の声あり） 

○議長（山本泰正君） よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） お諮りします。 

 承認第１号から承認第７号までの７件を、会議規則第３９条第３項の規定によって、委員会付託を省略したい

と思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって承認第１号から承認第７号までの７件は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 承認第１号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 承認第１号専決処分（和気町個人情報保護条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて、承認す

ることに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって承認第１号は、承認することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 承認第２号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 承認第２号専決処分（和気町税条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて、承認することに御

異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって承認第２号は、承認することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 承認第３号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 承認第３号専決処分（和気町過疎地域の公示に伴う固定資産税の特例に関する条例の一部を改正する条例）の

承認を求めることについて、承認することに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 
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 したがって承認第３号は、承認することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 承認第４号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 承認第４号専決処分（和気町都市計画税条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて、承認する

ことに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって承認第４号は、承認することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 承認第５号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 承認第５号専決処分（和気町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて、承認

することに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって承認第５号は、承認することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 承認第６号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 承認第６号専決処分（和気町介護保険条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて、承認するこ

とに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって承認第６号は、承認することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 承認第７号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 承認第７号専決処分（令和４年度和気町一般会計補正予算第１号）の承認を求めることについて、承認するこ

とに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって承認第７号は、承認することに決定しました。 

（日程第９） 

○議長（山本泰正君） 日程第９、議案第３７号副町長の選任についてを議題とします。 

 なお、送付されております議案第３７号は正規の議案ではございませんので、ただいま配付いたします議案と
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差し替えしていただくようお願いいたします。 

 それでは、議案第３７号副町長の選任について、提出者の説明を求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、議案第３７号の副町長の選任につきまして御説明申し上げます。 

 この議案は、和気町副町長に今田好泰君を選任いたしたく、地方自治法第１６２条の規定に基づき、議会の同

意を求めるものであります。 

 それでは、お配りしました議案書を朗読いたします。 

               〔議案朗読〕 

 なお、任期は発令の日から４年間であります。参考資料といたしまして、裏面に今田好泰君の経歴を記載いた

しておりますので、参考にしていただきたいと思います。御審議の上、御同意賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（山本泰正君） これから、議案第３７号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第３７号は、会議規則第３９条第３項の規定によって、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第３７号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 議案第３７号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第３７号副町長の選任については、原案のとおり同意することに賛成の方は、起立願います。 

               〔賛成者起立〕 

○議長（山本泰正君） 起立全員です。 

 したがって議案第３７号は、原案のとおり同意することに決定しました。 

 ただいま選任に同意しました今田好泰君がおいでになっております。今田君の入場を求めます。 

               〔今田好泰君 入場〕 

○議長（山本泰正君） 先ほど副町長に同意しました今田好泰君から挨拶の申出がありますので、発言を許可し

ます。 

 今田君。 

○（今田好泰君） 失礼いたします。 

 先ほど私の副町長の選任に際し御同意いただきまして、誠にありがとうございました。議員の皆様方の御指導

と職員の皆様の御協力をいただきながら、町民皆様の声に応えられるよう、微力ながら誠心誠意努力してまいる

所存でございます。議員の皆様方には、御指導、御鞭撻をお願い申し上げ、お礼の言葉とさせていただきます。

本日はありがとうございました。 
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○議長（山本泰正君） 今田君にお願いしておきます。 

 健康には十分留意され、和気町発展と住民福祉増進のため一層の御精進をいただきますよう、お願い申し上げ

ておきます。 

 今田君は、退席していただいて結構です。ありがとうございました。 

               〔今田好泰君 退場〕 

（日程第１０） 

○議長（山本泰正君） 日程第１０、議案第３８号監査委員の選任についてを議題とします。 

 なお、送付されております議案第３８号は正規の議案ではございませんので、ただいま配付します議案と差し

替えてくださいますようお願いいたします。 

 それでは、議案第３８号監査委員の選任について、提出者の説明を求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、議案第３８号の監査委員の選任につきまして御説明申し上げます。 

 この議案は、本年５月２２日をもって任期満了となります宇高 進氏の後任に髙見啓視氏を選任いたしたく、

地方自治法第１９６条の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 それでは、お配りしました議案書を朗読いたします。 

               〔議案朗読〕 

 なお、任期につきましては、令和４年５月２３日から４年間であります。また、参考資料といたしまして、裏

面に髙見啓視氏の経歴を記載しておりますので参考にしていただき、御審議の上、御同意賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（山本泰正君） 議案第３８号は、知識経験を有する者のうちから選任される方でございます。 

 これから、議案第３８号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第３８号は、会議規則第３９条第３項の規定によって、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第３８号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 議案第３８号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第３８号監査委員の選任については、原案のとおり同意することに賛成の方は、起立願います。 

               〔賛成者起立〕 

○議長（山本泰正君） 起立全員です。 

 したがって議案第３８号は、原案のとおり同意することに決定しました。 

 ただいま選任に同意しました髙見啓視君がおいでになっております。髙見啓視君の入場を求めます。 
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               〔髙見啓視君 入場〕 

○議長（山本泰正君） 先ほど監査委員に同意しました髙見君から挨拶の申出がありますので、発言を許可しま

す。 

 髙見君。 

○（髙見啓視君） 失礼します。 

 先ほど監査委員選任に同意をいただきました髙見でございます。 

 監査の重要性を認識し、町民の期待に応えられますよう、誠心誠意努めてまいる所存でございますので、皆様

方の御理解、御協力、御支援、御鞭撻のほどよろしくお願い申し上げまして、挨拶とさせていただきます。あり

がとうございました。 

○議長（山本泰正君） 髙見君にお願いしておきます。 

 監査委員の立場から、和気町の行政及び財政運営に対するチェック機能を十分に発揮され、住民福祉増進のた

め御精進をいただきますよう、お願いを申し上げておきます。 

 髙見君は、退席していただいて結構です。ありがとうございました。 

               〔髙見啓視君 退場〕 

（日程第１１） 

○議長（山本泰正君） 日程第１１、議案第３９号教育委員会委員の任命についてを議題とします。 

 なお、送付されております議案第３９号は正規な議案ではございませんので、ただいま配付いたします議案と

差し替えていただくようお願いします。 

 それでは、議案第３９号教育委員会委員の任命について、提出者の説明を求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、議案第３９号の教育委員会委員の任命について、提案理由の説明を申し上げ

ます。 

 この議案は、本年５月２５日をもって任期満了となります安藤知春教育委員を再任いたしたく、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 それでは、お配りしました議案書を朗読いたします。 

               〔議案朗読〕 

 なお、任期につきましては、令和４年５月２６日から４年間であります。また、参考資料といたしまして、裏

面に安藤知春氏の経歴を記載しておりますので参考にしていただき、御審議の上、御同意賜りますようよろしく

お願いいたします。 

○議長（山本泰正君） これから、議案第３９号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第３９号は、会議規則第３９条第３項の規定によって、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第３９号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 
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 議案第３９号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第３９号教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意することに賛成の方は、起立願います。 

               〔賛成者起立〕 

○議長（山本泰正君） 起立全員です。 

 したがって議案第３９号は、原案のとおり同意することに決定しました。 

 ただいま任命に同意しました安藤知春君がおいでになっております。安藤君の入場を求めます。 

               〔安藤知春君 入場〕 

○議長（山本泰正君） 先ほど教育委員会委員の任命に同意しました安藤君から挨拶の申出がありますので、発

言を許可します。 

 教育委員 安藤君。 

○（安藤知春君） 失礼いたします。 

 このたび和気町教育委員会委員の任命に際しまして、先ほど私を教育委員として御同意いただき、誠に光栄に

存じます。教育委員の一員として、微力ながら和気町の教育行政発展に少しでもお役に立てるよう、頑張ってま

いる所存でございます。今後とも議員の皆様方の御指導、御鞭撻を賜りますようお願い申し上げまして、誠に簡

単ではございますが、御挨拶とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） 教育委員安藤君におかれましては、今後とも和気町の教育の発展のために一層の御尽力

をいただきますよう、よろしくお願い申し上げておきます。 

 教育委員安藤君は、退席していただいて結構でございます。ありがとうございました。 

               〔安藤知春君 退場〕 

（日程第１２） 

○議長（山本泰正君） 日程第１２、議案第４０号和気町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例につ

いてを議題とし、提出者の説明を求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 議案第４０号の和気町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例についてであり

ますが、令和３年度人事院勧告に基づき、一般職の職員の給与に関する法律及び特別職の職員の給与に関する法

律の一部改正に伴い、和気町職員の給与に関する条例、和気町議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例

及び和気町長等の給与等に関する条例を改正するものであります。 

 以上、説明申し上げましたが、詳細につきましては担当課長に説明をさせますので、御審議、御議決賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 次に、議案第４０号の細部説明を求めます。 

 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 議案第４０号説明した。 

○議長（山本泰正君） これから、議案第４０号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） 期末手当が一般職、それから再任用、それから特別職、それぞれこのように減額して、

財政上は１，６６９万２，０００円減額すると。だから、町の財政上はいいんですけれど、その分が地方経済に
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マイナスの影響を与えるということで、どうもなかなか賛成しかねるようなところがあるんですけれど、その

辺、国の考え方だから仕方がないということもあるかなとは思うんですけれど、このことによって、総理大臣が

保育士の給料、待遇をようせえと言ったのに、それができなかったとか、そういう問題も出てきているわけなの

で、こういう言い方をしたら失礼なのかもしれませんが、町長は労働組合でそういうふうな、賃金を上げろとい

うふうな立場でやってきておられたわけで、その辺の考え方はどのように考えていったらいいのか、地域に与え

る影響とか、その点を考えて、これを例えば上げなかったら、それは大変なことになる、それなりの財源をまた

考えにゃいけんというて、それも大変なことかなと思うんですけど、その辺の総括した考え方というか、その辺

をお聞かせいただけたらありがたいと思います。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 失礼します。 

 西中議員のほうから、議案第４０号に関する基本的な考え方について申し述べろということでございます。 

 私も、労働者の賃金を抑制することについては、基本的にはよくないという認識を持っています。１，６００

万円の町の財政が助かるからいいということではないというふうに考えているところですけれども、いかんせん

人事院の勧告ということもございまして、地方自治体とすれば、そうした国の方向性に倣うということになるの

ではないかな、致し方ないなというじくじたる思いがありますけれども、そのような認識に立っているところで

す。 

○議長（山本泰正君） ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） 分かりました。諸般の事情から、国の考え方には従わざるを得ないということだろうと

思います。これ以上してもあれなんで、一応今の世界的な流れというか、どこかの経済学者か何かが新聞か何か

で書いているそうですけれど、韓国のサムスンという有力な企業があるんです。そこの給料が、初任給が１，１

００万円以上と。日本の今の初任給ですね、若い人の。これが物すごく下がっているというふうなことで、それ

から日本国民１人当たりのＧＤＰも世界で２３位ぐらいになっていると。日本経済が落ち込んでいるわけです

ね。労働者の取り分が下がっているというふうなことで、経済上は、これは調整していかない限りは、日本の地

位というのは物すごく下落していくんじゃないかというふうに思っております。というふうなことで、これは意

見でございますけれど、ぜひそういうふうなことに、日本の賃金がもうちょっと上がるように、取り分が上がる

ように、ぜひ経済界も努力していって、内部留保をためるんじゃなくて、給与が、生活が豊かになる中で日本経

済を前に行かせてもらいたい、そういうふうな気持ちがあります。これは意見でございます。 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第４０号は、会議規則第３９条第３項の規定によって、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第４０号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 議案第４０号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議あり」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 討論を省略し、採決することに異議がありましたので、これから討論を行います。 
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 まず、本案に反対の方の発言を許可します。 

 ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） 若干悩んだところもあるんですけど、基本的な立場を変えると、自分の立場があれにな

るので、今まで給与引上げというか、そういう問題については地方経済、あるいはひいては日本経済に与える影

響が出てくるということで、ぜひこの点についてはすぐにこれは国に倣わなくてもいいんではないかなというふ

うに思うので、そういう反対であります。 

 なお、今の情勢の中では消費税が１０％ありますが、これを５％に下げる、そういうふうな点もやりながら、

経済を前に行かないと、コロナを含めて日本経済もかなり後退していっているというふうに思います。 

 以上、討論でございました。失礼します。 

○議長（山本泰正君） 次に、本案に賛成の方の発言を許可します。 

               〔「なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 次に、本案に反対の方の発言を許可します。 

               〔「なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） ほかに討論はありませんか。 

               〔「なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） これで討論を終わります。 

 これから、議案第４０号について採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第４０号和気町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について、原案のとおり決定することに

賛成の方は、起立願います。 

               〔賛成者起立〕 

○議長（山本泰正君） 起立多数です。 

 したがって議案第４０号は、原案のとおり可決されました。 

（日程第１３） 

○議長（山本泰正君） 日程第１３、議案第４１号工事請負契約の締結についてを議題とし、提出者の説明を求

めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 議案第４１号の工事請負契約の締結についてでありますが、令和４年度和気浄化センタ

ー監視制御装置更新工事の工事請負契約を締結するため、地方自治法及び和気町議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 以上、申し上げましたが、詳細につきましては担当課長に説明させますので、御審議、御議決賜りますようよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 次に、議案第４１号の細部説明を求めます。 

 上下水道課長 田村君。 

○上下水道課長（田村正晃君） 議案第４１号説明した。 

○議長（山本泰正君） これから、議案第４１号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） 今説明を聞いて、それからこの議案書の落札率が９６．６％、こういうふうな状況にな

っとんですが、今説明の中では三菱電機の機器を使うとると。だから、三菱電機よりほかにできないんだという
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ような説明があったわけですが、実際に監視システムは全国のどこの市町村もやっとるわけで、三菱電機でなく

ても、日立にしろ、電気系統の関係は東芝も全部やっているんです。だから、これで今２０２０年で２０年経過

しとるというようなことなんですけど、これから先町としても公共としても、確かに今のシステムは三菱電機だ

と。しかし、今後２０年かけて維持管理していく上において、今ここで多少の金額が張っても、２０年間かけて

したら、今よりずっと安くなるという方法も絶対にあると思うんです。だから、そういうところも併せて検討し

ながらやっていく方法をやっていかんと、随契、随契というような形でやっておったら、これは進歩がないと思

う。公共工事というのはおいしいということが定説になっとるわけです。我々が民間企業だったら、こんなこと

は絶対しませんよ。だから、これは仕方がないんだろうと思うんですけれど、今後そういう機器並びにシステム

だったら、今メンテナンス企業というのは物すごく、タケノコぐらいに出てきよんです。だから、三菱電機の機

器を使いながら、管理はいろんなところがあるんです。だから、そういうところも研究されながらやったほうが

いいんじゃないかなと私は思うんですけど、そういう点については今後検討する余地があるかどうか、回答をお

願いします。 

○議長（山本泰正君） 上下水道課長 田村君。 

○上下水道課長（田村正晃君） 先ほど議員から御提言いただきましたことにつきましては、やはりしっかり研

究をしてまいりたいと思います。何分下水ですので、これはインフラの整備でございますから、町民に不便をか

けてはいけないということを念頭に、しっかり研究をしてまいりたいと思います。 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ７番 万代君。 

○７番（万代哲央君） 田村課長にお聞きしますけど、私はこの議案、賛成します。賛成しますけど、今の発言

で聞いとって、例えば從野議員が今回はこれで仕方ないんだろうけどもというようなこともあったし、それから

田村課長からの答弁もありましたけども、町民に不便をかけないということは、和気の浄化センターは止めない

ということですよね。そのためには、これからずっと半永久的に止めずにやろうと思えば、今回はこれは１億

８，０００万円ぐらい当初予算で上がっとるもののあれですよね、多分１億３，０００万円ぐらいの。だから、

残りはまた止めずに、この装置を更新していくためには、２基に分けて止めずにやっていこうというような考え

かなと思うんですけど、止めない以上は、今の三菱で部品を調達するしかないんじゃないんですか。ということ

は、結局こういった特命随契で１社でずっとやっていくということになるんじゃないかなと思うんですけど、そ

れじゃあ知恵がないと思うんで、そのあたりをどのように今後、從野議員が言われたように、今後もうちょっ

と、性能は下げずに、仕事はきちっと今の業務よりも下がらずに、なお安価でやっていける方法というのがある

んじゃないかと思います。ただ、前提が浄化センターを止めないんだと、皆さんが２４時間利用しているもので

すから、それを止めるわけにはいかないんだというのが前提になるんならば、これは１社でずっと半永久的にや

っていくようなことが私には考えられるんですけど、その辺の対策をお聞かせください。 

○議長（山本泰正君） 上下水道課長 田村君。 

○上下水道課長（田村正晃君） 今後、更新が起こってくるのは、もう一台の監視装置は２０１０年に購入して

おりますし、シーケンスコントローラーが２００８年と２０１０年に更新をしていますので、もう数年したら、

今度は同じような更新時期が参ります。それで、今從野議員から御指摘いただきましたように、三菱電機の機器

を購入した上で、システムを運用するところはほかにでもあるんじゃないかということで御提言をいただきまし

たので、そのあたりはしっかり研究をして、三菱電機ありきということで決めるんではなくて、いろいろな柔軟

性の中で、安全に運転することが一番ですので、そのあたりは研究をしてまいりたいということで先ほど御答弁

をさせていただきましたので、研究に研究を重ねていきたいということで進めていきたいと思っております。 

○議長（山本泰正君） ７番 万代君。 
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○７番（万代哲央君） 分かりました。それから、私が言いたいのは、止めずにやっていくということを聞いて

いるんです。２４時間これからも止めずにこの監視システムを、時期が来れば更新したり、メンテナンスもある

と思いますけど、ということになるんじゃないかと言っている。だから、いつかは止めないと、ずっと半永久的

に三菱の機器を使ってやっていくことになるんじゃないかという、１社だけの特命随契でやって、それを採用し

ていくんかということを聞いている。じゃから、止めずにやるということ、止めることはできないんかというこ

とを聞いているんですよ。 

○議長（山本泰正君） 上下水道課長 田村君。 

○上下水道課長（田村正晃君） 運転については、止めることはできないです。極端なことを言えば、今の監視

装置のシステムを、違うものを１つ更新して、併せてシステムづくりをしとって、そこで更新を新たにつなぎ替

えをするということであれば、止める工法もなくて運転できるかもしれません。それについては、多分たくさん

の費用が一度にかかってくるかもしれません。ただ、それが将来的に、例えば２０年のスパンで考えたときに、

それのほうが安いんですよということになってくれば、その方法も一つの選択肢であると思います。運転につい

ては、止めるわけにはいきませんので、あらゆる可能性を考えて、研究をしていきたいというふうに思っていま

す。 

               （７番 万代哲央君「分かりました」の声あり） 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第４１号は、会議規則第３９号第３項の規定によって、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第４１号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 議案第４１号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 議案第４１号工事請負契約の締結については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第４１号は、原案のとおり可決されました。 

 以上で、本臨時会に付議されました事件は全て終了しました。 

 閉会に当たり、町長から挨拶がございます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 令和４年第２回和気町議会臨時会の閉会に当たり、一言御挨拶申し上げます。 

 今議会において提案いたしました承認７件、選任同意３件、条例改正１件、工事請負契約１件につきまして、

慎重に審議され、御承認、御同意、御議決賜り、誠にありがとうございました。議員の皆様におかれましては、

今後も何かと御多忙の日々をお過ごしのことと思いますが、くれぐれも御自愛いただきまして、御活躍されます

よう祈念し、閉会の御挨拶とさせていただきます。本日は御苦労さまでした。 
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○議長（山本泰正君） これをもちまして令和４年第２回和気町議会臨時会を閉会します。 

 御苦労さまでした。 

               午前１１時１６分 閉会 
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